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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

柳澤　史佳
（田富中１年）

松土　早紀
（御坂中３年）

中村　太室
（一宮西小５年）

藤  原 　渚
（笛吹市）

桜本　悦三
（甲府市）

笹　清  美
（山梨市）

古屋　茉央
（御坂西小１年）

長田　雛乃
（御坂西小２年 )

石原永実菜
（山梨学院大学附属幼稚園）

池田　淳子
（甲斐市）

山﨑　広子
（甲府市）

辻　来夢
（日川高校）

笠井　美雪
（睦合小６年 )

高野　拓海
( 御坂西小３年 )

藤原　諒也
（御坂西小４年）

納富　瑶子
（甲府市）

森本　絵吏
（笛吹市）

若月　戝子
（甲府市）

　

今
年
も
第
16
回
大
門
碑
林
全

国
書
道
展
の
入
賞
作
が
出
揃
い

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
全
国
か

ら
４
４
５
４
点
も
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
、
第
１
部（
幼
児
～
中

学
生
）
で
は
遠
藤
乃
亜
さ
ん
、

第
２
部（
高
校
生
以
上
）
で
は

堀
内
瑶
恵
さ
ん
が
、
み
ご
と
大

会
大
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。
大
会
大
賞
の
作
品
は
大
門

碑
林
公
園
内
に
刻
碑
さ
れ
、
永

久
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
全
作
品
が
11
月
８
日
㈰

ま
で
碑
林
公
園
隣
の
源
氏
の
館

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
大
会
大
賞

（第２部） （第１部）

堀内　瑶恵
( 日川高校 )

遠藤　乃亜
( 駿台甲府中２年 )

第16回
大門碑林全国書道展
入選作品 （敬称略）
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【本館】☎ 055-272-8888 　午前９時〜午後５時（毎週木曜日は午後７時まで）
【三珠分館】☎ 055-272-1204　午前９時〜午後５時 
【六郷分館】☎ 0556-32-2002 　［平日］正午〜午後７時［土・日］午前９時〜午後５時
■休館日：全館とも毎週月曜日・祝日・年末年始　※本館のみ月の最後の平日

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　11/26 ㈭ 午前 11 時〜 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分〜 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　11/24 ㈫午前11 時 15 分〜 11 時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　11/17 ㈫ 午後３時 30 分〜４時

今月のおはなし会 気軽におこし下さい！

新刊図書

『金メダリストのシューズ』
（大野益弘 / ポプラ社）

　昔から子どもたちに愛されている絵本『ぐりとぐら』の名
コンビが、手のひらサイズの２冊の絵本を出しました。涙が
出そうになったときの「ちちんぷいのぽい」など楽しい言葉
のおまじない。しりとりうたは、お母さんとお子さんと一緒
に声に出して言ってみましょう。心がぽかぽかしてきます。 

『ぐりとぐらのおまじない』
『ぐりとぐらのしりとりうた』
（なかがわりえこ作/やまわきゆりこ絵 / 福音館書店） 

　日本には多くのすばらしい技術者がいる。そして彼らは、
より上のレベルを目指し腕を磨く。アテネ五輪金メダリスト
の野口みづきはゴール後、右足のシューズをぬぎ大事そうに
シューズにキスをした。そのシューズを作った職人、三村仁
司氏の選手とともに戦うたたかう技術者の物語。 

■一般向け

■幼児向け

『澄んだ囀
さえず

りが美しく』展 一瀬和一さん（町内在住）
【期間】11 月４日㈬～ 12 月 25 日㈮

　幾度か木枯らしが吹きぬけると一気に冬の気配。凛と
した気配が漂う早朝、澄んだ囀りが美
しい。季節を身近に感じることのでき
る碑林公園周辺を中心に撮ったメジ
ロの写真を 20 点ほど展示します。   

展示コーナー（本館）

第24回山梨県図書館大会が本町で開催されます

『届けよう、読書のたのしみ
　　  －国民読書年に向けて』 

第24回山梨県図書館大会テーマ

印印

▲ 10/12 歴史ウォーキング（弓削神社にて）

　地域の歴史を学び、改めて先人の偉大さ
を知る機会とするため、歴史ウォーキング
を行いました。自分の目で見て、自分の耳
で聞くことは知識として確実なものになり
ます。町内の歴史研究家、中倉茂先生を講
師に迎え、町の文化財である熊野神社、正
之木神社、印石などを散策しました。参加
者約 20 名は、講師の話に熱心に聞き入っ
ていました。 

どなたでも参加できます。詳しくは町立図書館本館まで

　近年、国民の活字離れ、読書離れによる読解力、言語力の
衰退が話題になっています。2010 年の国民読書年を来年に
控え、ここ市川三郷町を開催地として第 24 回山梨県図書館
大会が開催されます。 
　子どもから大人まで、あらゆる方々の読書を支えるために、
図書館、地域、学校とが一体となった読書活動推進の在り方
を考えます。 
【日時】11 月 27 日 ㈮ 午前９時 30 分～午後４時 30 分
【会場】市川大門町民会館　 
【日程】

　■ AM10:00 ～　　   開会式 　　　　　　　
　■ AM10:30 ～ 正午  基調講演　
              肥田美代子氏 [ ㈶文字・活字文化推進機構理事長 ] 
　■ PM 1 :30 ～ 3:30   分科会 　　　　　　　
　　　　第１分科会「すべての人へ読書の楽しみを ‒ 図書館に何ができるか ‒」 
　　　　第２分科会「読書を支える活動 ‒ 学校・地域での実践 ‒」 

　■ PM3:30 ～ 4:10  全体会 　　　　　　　

※当日は町立図書館は全館休館します。

※ 11/ ７㈯午前中、三珠分館は清掃のためお休みします。
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誕
生氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

総
務
省
に
よ
る
「
地

デ
ジ
無
料
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す

実
際
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
の

便
利
さ
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
放
送
は
今
、
大
き
な
進
化

の
時
代
を
む
か
え
て
い
ま
す
！

　

下
の
日
程
表
の
と
お
り
地
デ
ジ
説

明
会
を
各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
放
送
と
は
？
か
ら
各
世
帯

の
対
応
方
法
な
ど
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
映
像
の

美
し
さ
、
音
の
良
さ
、
ア
ナ
ロ
グ
放

送
と
の
違
い
を
実
感
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
省　

山
梨
県

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ

ジ
サ
ポ
山
梨
）
☎
０
５
５
（
２
５
５
）

６
０
３
８　
［
平
日
午
前
10
時
～
午

後
６
時
］

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

９月
届出分

（敬称略）

■地デジ説明会日程（時間はおよそ１時間です）
12 月１日㈫ 午後２時 30 分～ 三珠総合福祉センター２階研修室

12 月２日㈬
午前 10 時 30 ～ ふるさと交流センター２階ふれあい室
午後２時 30 ～ 下九一色生活改善センター２階会議室

12 月３日㈭ 午後２時 30 ～ 六郷町民会館１階講堂

12 月４日㈮
午後２時 30 ～ 市川大門町民会館２階視聴覚室

午前 10 時 30 ～ 高田地区公民館１階和室
12 月７日㈪ 午後２時 30 ～ 大同地区公民館２階会議室
12 月８日㈫ 午後２時 30 ～ 山保地区公民館２階会議室
12 月９日㈬ 午後２時 30 ～ 六郷町民会館１階講堂

共
同
受
信
施
設
の
地
デ
ジ
化

助
成
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
共
同
受

信
施
設
や
、
建
物
な
ど
に
よ
る
受
信
障

害
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
助

成
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
で
、

経
費
負
担
が
世
帯
当
た
り
3
万
５
千
円

以
上
と
な
る
場
合
、
国
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
国
・
地
方
公
共
団
体
な
ど

が
所
有
す
る
共
同
受
信
施
設
は
除
く
）

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工
事
の

実
施
前
に
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
に
対

す
る
助
成
金
制
度
は
２
０
１
０
年
１
月

15
日
、
受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
の

助
成
金
制
度
は
２
０
０
９
年
12
月
28
日

が
申
請
の
締
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
デ
ジ
サ
ポ
Ｈ
Ｐ　

http://
digisuppo.jp/  

を
ご
覧
下
さ
い
。　

【
問
い
合
わ
せ
】
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
窓

口
☎
０
５
７
０
（
０
９
３
）
７
２
４
（
平

日
午
前
9
時
～
午
後
６
時
）［
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
方
は
、
☎
０
３

（
５
６
２
３
）
３
１
２
１
］
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「日本年金機構」が来年１月１日からスタート！

■国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し「日本
年金機構」として生まれ変わります。
■現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口
として引き続きご利用いただけます。

No.0501 1

【問い合わせ】
山梨県社会保険事務局運営課☎ 055-231-8779

　火災が発生しやすい時期となり
「ちょっとだから大丈夫」という油断
が、火事につながってしまいます。
　また最近、放火による火災も増え
ています。住民一人ひとりの心がけ
で、火災を起こさない町にしていき
ましょう。

『消えるまでゆっくり火の元にらめっこ』
　行政相談委員の今村力男さん（市川大門）が 10 月
14日、総務大臣表彰を受賞されました。
　今村力男さんは、平成５年４月に、総務庁長官（現総
務大臣）から行政相談委員に委嘱され、現在まで16年
６カ月の間、行政相談委員活動に取り組まれ、行政相談
委員としての業績が特に顕著だと認められての表彰です。
　国の行政全般について、地域の皆様から苦情や意見・
要望をお聞きするため定例相談所を開設しています。是
非ご相談下さい。
【行政相談の日程などは 19ページ参照】

受賞おめでとうございます
平成 21年度全国統一防火標語

11 月９日～ 11月 15 日
秋季火災予防運動

　期間中、毎晩午後９時よりサイレン
が吹鳴されます。

『消火器老朽化による事故』
　腐食が進んだ消火器が破裂する事故
が相次いで発生しています。次の点に
注意して下さい。
①腐食している消火器は使用しない。
②不用な消火器は回収業者へ廃棄依頼
する。
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町
で
は
次
の
と
お
り
正
規
保
健
師
、
正

規
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
・
人
員
・
条
件
】

■
保
健
師
1
名
▽
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
者

で
、
受
験
し
よ
う
と
す
る
職
種
の
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
22
年
３
月
ま
で

に
受
験
し
よ
う
と
す
る
資
格
を
取
得
す
る

見
込
の
あ
る
者
。

■
看
護
師
２
名
程
度
▽
看
護
師
の
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
22
年
４
月
ま
で

に
看
護
師
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者

【
採
用
年
月
日
】
平
成
22
年
４
月
１
日

【
給
与
等
】
町
職
員
給
与
条
例
に
よ
る

【
試
験
日
】
第
１
次
試
験
・
12
月
６
日
㈰

【
受
付
期
間
】
10
月
20
日
㈫
～
11
月
17
日

㈫
（
土
･
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
）

【
応
募
方
法
】
試
験
申
込
書
、
有
資
格
免

許
の
写
し
、
健
康
診
断
書
を
提
出
。

※
試
験
申
込
書
は
、
町
役
場
本
庁
舎
総
務

課
で
配
布
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
町
総
務
課

庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い
ち
か
わ
」
で
は
臨
時
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
▽
臨
時
看
護
職
員
１
名
▽

臨
時
作
業
療
法
士
ま
た
は
理
学
療
法
士
１
名

【
勤
務
時
間
】
▽
臨
時
看
護
職
員
・
日
勤

▽
臨
時
作
業
療
法
士
ま
た
は
理
学
療
法

士
・
日
勤

【
応
募
条
件
】
年
齢
不
問

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
有
資
格
免
許
の

写
し
、
健
康
診
断
書

【
受
付
期
間
】
随
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
介
護
老
人

保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
」

（
町
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
５
１
２
１　
　

　

11
月
20
日
は
山
梨
県
の
誕
生
日
で
す
。

豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
山
梨
を
次
の
世
代

へ
と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
ふ
る
さ

と
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。こ
の「
県

民
の
日
」
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
各

種
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
会
」

【
日
時
】
11
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

【
場
所
】
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

【
内
容
】
特
産
品
販
売
、
展
示
、
体
験
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
団
体
活
動
発
表

■
県
有
施
設
・
市
町
村
有
施
設
無
料
開
放

【
日
時
】
11
月
20
日
㈮
・
県
有
施
設
、
市

町
村
施
設
で
、
観
覧
料
・
入
館
料
な
ど
が

無
料
に
な
り
ま
す
（
市
町
村
、
施
設
に
よ

り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】
県
民
の
日
記
念
行
事

実
行
委
員
会
事
務
局
（
県
民
生
活
・
男

女
参
画
課
内
）
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
３
５
０

　

山
梨
県
で
は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
、
行
政
職

員
な
ど
を
対
象
に
、
地
域
の
課
題
を
自
ら

発
見
し
解
決
の
参
考
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
６
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
山
梨
県
自
治
会
館

【
基
調
講
演
】
講
師
・
井
上
弘
司
氏
（
地

域
再
生
診
療
所
所
長
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
パ
ネ
リ
ス
ト
▽
本
町

大
好
き
お
か
み
さ
ん
会
▽
北
杜
市
産
業
観

光
部
農
政
課
▽
大
塚
人
参
ク
ラ
ブ
▽
丹
波

山
村
総
務
企
画
）▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

井
上
弘
司
氏

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
市
町
村
課

☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
２
３

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
は

第
61
回
人
権
週
間
で
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
特
設
人
権
相
談
所
（
困
り
ご
と
何
で
も

相
談
所
）
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
難
し
い
手
続
き
も
い
り
ま

せ
ん
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～
３
時

【
場
所
】
▽
三
珠
支
所
１
階
会
議
室
▽
町

役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室
▽
六
郷
町
民

会
館
２
階
小
会
議
室

【
相
談
内
容
】
い
じ
め
、体
罰
、差
別
問
題
、

近
隣
の
も
め
ご
と
等

【
担
当
者
】
人
権
擁
護
委
員
・
甲
府
地
方

法
務
局
鰍
沢
支
局
職
員

【
問
い
合
わ
せ
】
町
町
民
課
町
民
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
５

　

山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん

制
度
に
よ
っ
て
、
労
働
者
個
人
と
会
社
の

労
働
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。
あ
っ
せ
ん
制
度
と
は
労
委

員
会
の
公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用

者
委
員
の
３
名
の
あ
っ
せ
ん
員
が
当
事
者

双
方
の
言
い
分
を
聞
き
、
問
題
点
を
整
理

の
う
え
迅
速
に
紛
争
の
解
決
に
あ
た
り
ま

す
。（
専
門
の
相
談
員
が
最
適
な
解
決
方

法
を
助
言
し
て
く
れ
ま
す
。）

※
費
用
無
料
・
あ
っ
せ
ん
は
非
公
開
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
の
例
】
解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
金
引
き
下
げ
、
セ
ク
ハ
ラ
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
中
小
企
業
労
働

相
談
所
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

で
す
。
労
働
保
険
は
、
業
務
上
や
通
勤
に

よ
る
労
働
者
の
負
傷
・
病
気
の
補
償
、
労

働
者
の
失
業
時
の
補
償
、
雇
用
継
続
の
↖
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臨
時
職
員
募
集ケア

セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

11

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事
に
つ
い
て

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会

会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
ら

山
梨
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所

百
花
繚
乱
や
ま
な
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

山
梨
県
市
町
村
課

正
規
保
健
師
・
看
護
師
募
集町

総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

町
町
民
課
町
民
係



た
め
の
給
付
、
事
業
主
へ
の
助
成
等
を
行

う
公
的
保
険
で
す
。
未
加
入
の
場
合
は
、

お
早
め
に
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
鰍
沢
労
働
基
準
監
督

署
☎
０
５
５
６（
22
）３
１
８
１
▽
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鰍
沢
（
鰍
沢
公
共
職
業
安
定
所
）

☎
０
５
５
６
（
22
）
８
６
８
９

　
「
真
の
商
店
街
の
活
性
化
と
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
山
形
県
新
庄
市
の
「
100
円

商
店
街
」
を
仕
掛
け
、
全
国
的
に
高
い
評

価
を
得
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
者
を

招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
５
日
㈭
午
後
２
時
～

【
場
所
】
桜
座
（
甲
府
市
ペ
ル
メ
桜
町
）

【
対
象
】
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街
活
性
化

に
関
心
の
あ
る
一
般
県
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

学
生
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
経
営
者
な
ど

【
内
容
】講
演（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
プ
代
表
・

斎
藤
一
成
氏
）、
意
見
交
換

※
参
加
費
無
料 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
▽
や
ま
な

し
産
業
支
援
機
構
☎
０
５
５
（
２
４
３
）

１
８
９
０
▽
商
業
振
興
金
融
課
☎
０
５
５

（
２
３
）
１
５
３
５

　

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部
は
、
日
本

赤
十
字
社
山
梨
地
方
委
員
部
と
し
て
創
立

さ
れ
今
年
で
創
立
120
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
県
支
部
事
業
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
県
民
の
皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
感
謝
し
、
赤
十
字
活
動
に
対
す
る
支
持

と
信
頼
を
図
る
機
会
と
し
て
支
部
創
立
120

周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
５
日
㈯
午
後
１
時
～
午
後

３
時
（
受
付
・
午
前
11
時
30
分
～
）

【
会
場
】
山
梨
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】
▽
第
１
部
・
式
典
▽
第
２
部
・

記
念
講
演
『
自
然
が
教
え
て
く
れ
た
人
間

力
』　

講
師
・
高
木
美
保
さ
ん
（
女
優
）

※
申
し
込
み
制
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
日
本
赤
十

字
社
山
梨
県
支
部
☎
０
５
５
（
２
５
１
）

６
７
１
１

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、
依
然
と
し
て

数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
解
決
を
図

る
た
め
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
女
性
の
人
権
問
題
に

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
15
日
㈰
～
11
月
21
日
㈯
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
（
た
だ
し

土
・
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

【
実
施
機
関
】
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山

梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

【
相
談
担
当
者
】
甲
府
地
方
法
務
局
職
員

及
び
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
女

性
の
人
権
問
題
に
適
切
な
対
応
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
権
擁
護
委
員

【
相
談
受
付
電
話
番
号
】
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）
８
１
０
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女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

甲
府
地
方
法
務
局

元
気
な
商
店
街
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構

創
立
１
２
０
周
年
記
念
大
会

日
本
赤
十
字
社
山
梨
県
支
部

山梨市民吹奏楽団
コンサート
　楽しい演奏で気分爽やか、吹
奏楽で、「のりのり」心も体も
やすらぎます。
【日時】

　11 月８日㈰午後１時 30 分
【場所】

　歌舞伎文化公園ふるさと会館
【演奏曲】

　ファランドール、八木節、Ｇ
Ｓメドレー　ほか
※入場無料
※共同募金の配分金事業です
【問い合わせ】

　町社会福祉協議会
　☎ 055-272-4179

平成 21年度自衛官等募集案内
区分 最年少の国家公務員 自衛隊の奨学金制度

募集種目 高等工科学校 貸費学生

資格 中学校卒業（見込み含）17 才未
満の男子

現在大学で理学・工学を専攻し、
来春３・４年次及び大学院の学
生で、26 歳未満（大学院生は、
28 歳未満）の男女

受付期間 H21 / 11 / 1 ～ H22 / 1 / 8 H21 / 12 / 1 ～ H22 / 1 / 15
試験期日 １次試験  H22 / 1 / 23 １次試験  H22 / 1 / 31

待
遇
・
そ
の
他

・全寮制で、規則正しい団体生活
を通じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等の教育
を受講

・将来のためのテクノロジー教育を
重視

・３学年修了時に高校卒業資格が
得られ、防衛大学校の受験も可能

・入学から約４年後３等陸曹に昇任
し、定年まで勤務が可能
・選抜試験に合格すれば幹部に昇
任も可能

・合格発表後、22 年４月から正規
の修行年限が終わる月まで毎月
54,000 円を貸与

・夏休みを利用して将来勤務する
研究開発機関や部隊を研修

・卒業後は、陸・海・空幹部候補
生として採用され、幹部自衛官と
して必要な教育を受講
・学資金は自衛官として一定年限以
上勤務すると、返還を免除

URL http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/    
i-mode  http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/i/index.htm
E-mail  hq1-yamanashi@pco.mod.go.jp
【申し込み・問い合わせ】自衛隊山梨地方協力本部南アルプス募集センター☎ 055-283-5150

山梨県最低賃金は１時間 677 円
詳しくは山梨労働局賃金室へ（☎ 055-225-2854）


